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におけるチャバネアオカメムシの発生予測

南島 誠（長野県病害虫防除所

主な果樹カメムシには、チャバネアオカメムシ

（ﾁｬﾊﾞﾈ）はその代表種で、現在の長野県における

による被害と言っても過言ではない。また本種とクサギカメムシの

、クサギカメムシの年次別発生量のリズムは本種

現在の果樹カメムシ防除は、本種の発生予測に基

被害量は、果樹園への飛来量と防除圧によって決定

飛来の量と時期を予測することが重要と考えられる

いナシの被害を減少させるため、2000 年以降に

で行っている、6～8 月の果樹園飛来の量的予測

果樹カメムシ被害面積とＰＴ誘殺数 
のスギ・ヒノキ花粉捕捉数とＰＴ誘殺数（単回帰分析） 
のスギ・ヒノキ花粉捕捉数とＰＴ誘殺数（単回帰分析） 

のスギ・ヒノキ花粉捕捉数とＰＴ誘殺数（重回帰分析

のスギ・ヒノキ花粉捕捉数比とＰＴ誘殺数（単回帰分析

95％確率区間の予測値へ 
指導者への情報提供内容と方法（2014 年の予測） 

と現在の方法 
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